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連
　
載

◆ 第23回 SMART ENERGY WEEK【 春 】
（構成展：H2 & FC EXPO【春】～第23

回[国 際]水 素・ 燃 料 電 池 展 ～ ／ PV
EXPO【春】～第20回[国際]太陽光発
電展～／ BATTERY JAPAN【春】～第
18回[国 際]二 次 電 池 展 ～ ／ SMART 
GRID EXPO【春】～第17回[国際]スマ
ートグリッド展～／ WIND EXPO【春】
～第15回[国際]風力発電展～／ BIOM
ASS EXPO ～第10回[国際]バイオマス
展～／ ZERO-E THERMAL EXPO ～第9
回 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 火 力 発 電EXPO
～）
会期：2025年2月19日（水）～ 21日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明3
丁目11-1）▷入場料：無料（要事前登
録）▷主催：RX JAPAN/問合せ：03-
6739-4119

●革新的CO2分離回収・有効利用技術シン
ポジウム ～地球温暖化防止に貢献する
CO2分離回収・利用技術の最新動向～
会期：2025年2月5日（水）▷時間：13：00
～ 17：30▷開催方式：実地＆オンライ
ン▷会場：東京大学 伊藤国際学術研究

センター B2F伊藤謝恩ホール（東京都文
京区本郷7丁目3-1）▷参加費：無料（事前
申込制）▷主催：公益財団法人地球環境
産業技術研究機構（RITE）／▷共催：経済
産業省／国立研究開発法人新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）／次世
代型膜モジュール技術研究組合/問合せ：
0774-75-2305（RITE化学研究グループ・
シンポジウム事務局）/詳細・申込：htt
ps://www.rite.or.jp/news/even
ts/2024/12/co2_202525.html

●NEDO支援制度説明会・相談会
会期：2025年2月7日（金）▷時間：13：00
～ 17：05▷開催方式：実地＆オンライ
ン（Teams）▷会場：OKB岐阜大学プラザ1
階（TOIC岐阜サイト）岐阜県岐阜市柳戸
1-1▷参加費：無料（事前申込制）▷対象：
NEDOの支援制度に関心がある大学関係
者・地域企業の担当者・支援機関担当者
など▷主催：経済産業省中部経済産業局
／国立研究開発法人新エネルギー・産業
技術総合開発機構／▷共催：東海国立大
学機構岐阜大学／ OKB大垣共立銀行/問
合せ・詳細・申込：https://www.nedo.
go.jp/events/AN_100018.html

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術開
発・人材育成拠点の形成」事業：太陽光
発電システムの電気設計の基礎セミナー
会期：2025年2月13日（木）▷開催時間：

15：30 ～ 18：00▷講師：産総研 再生可
能エネルギー研究センター 太陽光シス
テムチーム 客員研究員（東芝エネルギー
システムズ）・渡辺憲治氏▷開催方式：
現地＆オンライン（Teams）▷会場：島再
生可能エネルギー研究所（FREA） 1F FREA
ホール（福島県郡山市待池台2-2-9）▷参
加資格：福島県および近県に事業所・工
場など関連がある企業または福島県内の
太陽光発電所においてメンテナンスの実
績がある企業に所属していること（企業
の所在地は問わない）▷参加費：無料（事
前申込制）▷主催：産総研 再生可能エネ
ルギー研究センター 太陽光システムチ
ーム/問合せ・詳細・申込：https://
www.aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/
pvom2025/0213.html

●天然水素ワークショップ（Natural Hydro
gen Workshop in Japan）
会期：2025年2月14日（金）▷時間：12：
30 ～ 17：25 ＊ネットワーキングレセプ
ション13：00 ～ 17：25▷開催方式：実
地＆オンライン（Zoom）▷使用言語：英語

（同時通訳なし）▷会場：Haseko-Kuma 
Hall（東京都文京区本郷7-3-1 東京大学
工学部11号館1-2階）▷参加費：無料（事
前申込制） ＊ネットワーキングレセプシ
ョンは6,000円（要事前予約）▷主催：石
油技術協会（JAPT）／独立行政法人エネル

ギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）／国立
研究開発法人新エネルギー・産業技術総
合開発機構（NEDO）/問合せ・詳細・申込：
https://www.nedo.go.jp/events/
NA_100070.html

●新エネルギー財団 令和6年度 風力発電講
演会
会期：2025年2月18日（火）▷時間：13：
30 ～ 17：15▷開催方式：オンライン

（Zoom）▷参加費：新エネルギー財団賛助
会員＝無料／一般＝5,500円（事前申込
制）▷主催：一般財団法人新エネルギー
財団 新エネルギー産業会議 風力委員会
/詳細・申込：https://www.nef.or.jp/
topics/2025/20250115.html

●2025 J-PITA会員交流会
会期：2025年2月18日（火）▷時間：11：
00 ～ 16：05（受付10：30 ～）＊交流会後
に別室で懇親会あり（17：00 ～ 19：00）
▷会場：内幸町平和ビル17階 ビジョン
センター新橋（東京都千代田区内幸町
1-5-2）▷対象：J-PITA会員（現会員の紹
介あれば非会員も参加可能）▷参加費：
＜交流会＞無料／＜懇親会＞6,500円（原
則事前振込）▷主催：一般社団法人日本
太陽光発電検査技術協会（J-PITA）/問合
せ・詳細・申込：事務局075-746-6234

●JSC-Aシンポジウム「多用な地域づくり
と脱炭素」

会期：2025年2月21日（金）▷時間：13：
00 ～ 16：30 ＊交流・懇親会あり 16：
30 ～ 17：30▷テーマ：脱炭素先行事例
の〝いま〟を知れる公開シンポジウム～
多様な地域づくりと脱炭素～▷開催方
式：実地＆オンライン▷会場：都道府県
センター 401会議室（東京都千代田区平
河町2丁目6-3）▷参加費：シンポジウム
＝無料／交流・懇親会＝2,000円（参加者
のみ）▷主催：一般社団法人日本サステ
イナブルコミュニティ協会（JSC-A）/問合
せ・詳細・申込：https://www.jsc-a.or
.jp/news/report/symposium/4228

●国際シンポジウム〝REvision2025〟脱炭
素への大競争と自然エネルギー
会期：2025年3月5日（水）▷時間：10：00
～ 17：30（受付9：30 ～）▷会場：イイノ
ホール＆カンファレンスセンター（東京
都千代田区内幸町2-1-1）＊シンポジウム
プログラム終了後にネットワーキングあ
り（ライトレセプション形式）▷参加費：
無料（事前登録制）▷主催：公益財団法人
自然エネルギー財団/問合せ・詳細・申
込：https://www.renewable-ei.org/act
ivities/events/20250305.php　 ＊2025
年1月下旬登録開始予定

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 3月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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①
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第⑳回

コラム▼
は
じ
め
に

ま
た
新
し
い
年
が
始
ま
っ

た
。
戦
後
80
年
、
２
０
２
５

年
で
あ
る
。
こ
の
間
、
わ
が

国
は
直
接
の
戦
争
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
は
、
幸
い
で
あ

っ
た
。
世
界
的
に
は
戦
禍
や

災
禍
が
あ
り
、
不
安
材
料
が

多
い
。
平
和
で
持
続
続
可
能

を
導
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
必
要
で
は
あ
る
。

暮
ら
し
に
お
い
て
は
科
学

技
術
が
大
幅
に
そ
の
守
備
範

囲
を
広
げ
、
大
き
な
変
革
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
が

叫
ば
れ
、
Ａ
Ｉ
が
大
幅
に
台

頭
し
、
世
の
中
が
激
変
し
て

い
る
。
省
エ
ネ
で
は
な
く
、

そ
の
展
開
の
た
め
に
電
力
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
、
認
識

さ
れ
て
き
た
。
本
コ
ラ
ム
が

取
り
上
げ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
国
産
化
は
、
大
い
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ

ー
マ
と
な
っ
た
。

人
間
の
要
求
は
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
筆
者
の
知
る
美

学
・
哲
学
の
論
者
は
、「
真
・

善
・
美
・
利
」
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
末
尾
に
は
〝
理
〟

で
は
な
く
〝
利
〟
を
掲
げ
て

い
る
。
な
る
ほ
ど
、〝
利
〟
を

求
め
て
、
人
類
は
、
生
き
て

い
る
。
そ
れ
は
、
経
済
と
名

を
変
え
た
り
し
、
結
果
、
最

悪
に
は
、
戦
争
に
な
っ
た
り

す
る
。

今
月
の
半
ば
に
、
筆
者
の

所
属
す
る
学
会
で
『
失
敗
の

本
質
』
と
い
う
著
書
に
つ
い

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
読
書

会
＆
討
論
会
が
行
わ
れ
た
。

同
著
は
、
大
東
亜
戦
争
の
結

末
を
書
名
の
よ
う
に
と
ら

え
、
日
本
軍
の
組
織
論
的
視

点
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
、

６
人
の
軍
事
や
政
治
、
外

交
、
経
営
学
の
学
者
が
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
か

な
り
難
解
で
あ
り
、
か
つ
40

年
前
の
初
刊
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
読
み
解
き
、
今
日
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
と
し
て

解
説
す
る
著
作
が
つ
く
ら
れ

た
。
今
回
は
、
む
し
ろ
後
者

の
『「
超
」
入
門

失
敗
の
本

質
』
の
本
を
素
材
に
し
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

書
名
に
は
な
お
、『
失
敗

の
本
質
』
が
冠
さ
れ
て
お

り
、
残
念
な
が
ら
『
成
功
の

本
質
』
で
は
な
い
。
こ
の
時

期
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
メ
リ

カ
大
統
領
に
就
任
し
、
声

高
々
に
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
を
叫
び
、
そ
の
成
功
に
向

け
た
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
大
国
と
し
て
の
真

善
美
は
、
棚
に
上
げ
て
利
だ

け
に
注
力
し
た
そ
れ
は
、

「
成
功
へ
の
本
質
」
と
は
な

ら
な
い
の
で
は
と
心
配
し
、

危
惧
の
念
を
も
つ
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
前
回

ま
で
、「
健
全
な
心
情
づ
く

り
」
に
つ
い
て
記
述
し
た

が
、
今
回
も
そ
の
中
心
に
な

る
グ
リ
ー
ン
社
会
に
お
い

て
、
ま
と
め
て
み
た
い
。

▼
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
解
釈

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
つ
い
て
、
Ｓ

ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
、
Ｄ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｃ
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
、
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
と
意
味
づ
け
た
よ

う
に
、
Ｇ
ｅ
ｅ
ｎ
に
つ
い
て
も

分
か
り
易
い
意
味
づ
け
、
あ
る

い
は
解
釈
を
し
た
い
。

Ｇ
…
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
（
地
球
）

Ｒ
…
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ（
地
域
）

Ｅ
…
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｓ
（
倫
理

学
）

Ｅ
…
Ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
エ

コ
ロ
ジ
ー
）

Ｎ
…
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ（
自
然
）

纏
め
る
と
、「
地
球
と
地

域
の
た
め
に
、
倫
理
学
に
基

づ
い
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
自
然

に
依
拠
し
た
社
会
の
創
成
」

で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
は
自
然
と
の
印

象
が
強
く
、
色
彩
の
緑
色
と
の

関
わ
り
が
直
達
的
で
あ
り
、
そ

の
類
推
か
ら
ブ
ル
ー（
青
色
）、

ブ
ラ
ッ
ク
（
黒
色
）、
あ
る
い

は
レ
ッ
ド
（
赤
色
）
な
ど
と
対

比
や
類
推
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

お
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
は
優
位

で
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の

は
、
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
に
さ

ら
な
る
価
値
や
特
徴
を
意
味

づ
け
た
い
。

▼
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
（
地
球
）

「
地
球
は
青
か
っ
た
。」

は
、
ソ
連
の
宇
宙
飛
行
士
ガ

ガ
ー
リ
ン
が
、
１
９
６
１
年

４
月
に
、
ボ
ス
ト
ー
ク
号
で

世
界
最
初
の
宇
宙
飛
行
を
行

っ
て
発
し
た
言
葉
で
あ
っ

た
。
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
見
る

と
、
本
当
の
言
葉
は
、「
空
は

と
て
も
暗
か
っ
た
。
一
方
、

地
球
は
青
み
が
か
っ
て
い

た
。」
と
あ
る
。
地
球
の
色
味

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
宇

宙
飛
行
や
写
真
か
ら
、
今
日

で
は
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
よ
う
な
真

っ
青
で
は
な
い
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

宇
宙
開
発
が
進
め
ら
れ
て

も
、
地
球
の
存
在
と
価
値
を

軽
視
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
私
た
ち
人
間
が
、
共
同

し
て
住
む
地
球
は
、「
奇
跡

の
惑
星
」
で
あ
り
、
唯
一
無

二
の
存
在
で
あ
る
と
の
思
い

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
「
地
球

は
青
か
っ
た
。」
は
、
地
球

の
神
秘
性
を
的
確
に
表
現
し

て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

▼
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
（
地
域
）

私
た
ち
は
、
地
球
に
住
む

が
、
少
し
限
定
す
れ
は
地
域

に
住
む
。
さ
ら
に
限
定
す
れ

ば
、
街
や
家
に
住
む
。
自
身

の
存
在
を
明
確
に
す
れ
ば
、

リ
ビ
ン
グ
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル

の
椅
子
に
い
る
。
そ
の
暮
ら

し
で
は
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
ま
た
環
境
、
そ
し
て
憩
い

が
要
る
。

そ
れ
ら
を
提
供
す
る
の

は
、
地
域
社
会
で
あ
り
、
個

人
や
家
庭
の
範
囲
だ
け
で
獲

得
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ま
た
、
自
身
も
提
供
者
に
な

り
得
る
。

し
か
し
、
そ
の
関
わ
り
で

は
、
人
間
で
あ
る
が
故
の
課

題
や
厄
介
な
関
わ
り
も
あ
る

の
で
あ
る
。

▼
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｓ（
倫
理
学
）

最
近
で
は
、
地
域
や
国
を

超
え
て
、
国
際
的
な
関
わ
り

が
、
暮
ら
し
や
憩
い
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

担
い
手
が
、
デ
ジ
タ
ル
や
バ

ー
チ
ャ
ル
を
導
く
科
学
技
術

の
存
在
で
あ
る
。
も
は
や
、

科
学
技
術
は
、
環
境
で
あ
る
。

空
気
は
環
境
の
ひ
と
つ
で
あ

る
が
、
科
学
技
術
も
空
気
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
存
在
に

は
気
が
付
か
な
い
が
、
必
要

不
可
欠
の
「
環
境
」
で
あ
る
。

科
学
技
術
の
存
在
は
大
き
い
。

冒
頭
に
述
べ
た
「
真
・

善
・
美
・
利
」
は
、
そ
の
場

合
に
重
要
と
な
る
。
Ａ
Ｉ
や

知
的
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、

人
間
の
能
力
を
超
え
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
そ

の
対
象
物
の
開
発
や
適
用
ば

か
り
で
な
く
、
そ
う
し
た
社

会
で
暮
ら
す
人
間
の
生
き
方

か
ら
も
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
考
え
の
前
提

に
は
、「
倫
理
学
」
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
い
ち
早
く
提
唱

し
、
巨
大
科
学
技
術
社
会
で
の

倫
理
学
を
提
唱
し
た
の
は
、

故
・
今
道
友
信
で
あ
り
、『
エ

コ
エ
テ
ィ
カ
』（
生
圏
倫
理
学
）

で
あ
る
。
書
名
や
主
題
に
掲
げ

て
あ
る
エ
コ
は
、
意
義
深
い
。

▼
Ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）

エ
コ
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

省
略
で
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
の
エ
コ
の
原

意
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
オ
イ

コ
ス
（
ο
ί
κ
ο
ς
）
に
あ

り
、
前
項
の
暮
ら
し
に
関
連

す
る
こ
と
ば
「
我
が
家
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
今
道
は
、

そ
れ
を
地
球
規
模
に
拡
大
し

て
「
生
圏
」、
私
た
ち
が
暮
ら

す
場
と
し
て
「
生
圏
＝
生
活

圏
＝
地
球
」
と
し
た
。『
エ
コ

エ
テ
ィ
カ
』
が
、
生
圏
倫
理

学
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の
生
圏
た
る
地
球
は
、

巨
大
な
科
学
技
術
で
席
捲
さ

れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
、

デ
ジ
タ
ル
、
Ａ
Ｉ
、
先
進
医

療
、
大
量
生
産
、
原
子
力
発

電
、
…
。
最
大
の
恐
怖
と
い
う

か
、
生
圏
破
壊
は
、
原
子
爆
弾

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
権
破
壊

で
も
あ
り
唯
一
の
生
圏
を
破

壊
す
る
危
険
性
も
あ
る
。

そ
の
原
因
に
「
利
」
が
あ

る
と
す
る
と
、
前
段
の
「
真
・

善
・
美
」
は
、
飾
り
に
な
っ
て

し
ま
う
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
経

済
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
の
エ
コ
に

も
通
じ
て
い
る
が
、
原
子
爆
弾

の
使
用
は
、
経
済
ば
か
り
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
資
源
の
浪
費

で
あ
り
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
増

加
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
前
々

号
な
ど
で
述
べ
た
、「Errare 

Humanum Est

」（《
過
ち
を
犯
す

の
は
人
間
の
常
》
と
い
う
こ

と
）
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
て

は
な
ら
な
い
。

▼
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
自
然
）

自
然
は
、「
し
ぜ
ん
」
と

読
む
が
、「
じ
ね
ん
」
と
も
読

ま
れ
る
。「
自
」
は
、
始
ま
り

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
英
語

で
は
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
で
、
発
に
当

た
る
。
電
車
の
時
刻
表
で
も
、

か
つ
て
は
発
駅
・
発
時
刻
を

表
す
の
に
「
自

東
京

12

：

30
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ｔ
ｏ
に
は

「
至
」
が
用
い
ら
れ
、
着
に

当
た
り
、
着
駅
・
着
時
刻
を

「
至

京
都

14

：

44
」
な
ど

と
表
記
さ
れ
た
。

俳
諧
・
松
尾
芭
蕉
も
「
じ

ね
ん
」
と
読
ん
だ
が
、「
お
の

ず
か
ら
し
か
る
」
の
意
味
で

「
自
ら
然
る
」
と
書
か
れ
る
。

「
自
然
」
は
、
そ
の
中
に
い
る

存
在
の
「
人
間
」
も
対
象
に
さ

れ
、
精
神
や
心
情
的
な
思
い
に

も
「
自
然
」
が
意
味
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
自
然
な
気
持
ち
」「
自
然
の
情

感
」
な
ど
に
も
「
自
然
」
が
用

い
ら
れ
る
。
俳
句
は
、
自
然
の

有
り
様
を
詠
む
。

い
ま
、
そ
う
し
た
生
ま
れ

た
ま
ん
ま
の
自
然
が
壊
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う

し
た
状
態
に
戻
す
こ
と
を
、

筆
者
は
「
至
然
」（
し
ぜ

ん
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

い
わ
ば
、
自
然
回
帰
の
別
表

現
で
あ
る
。

▼
ま
と
め

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言

で
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
名

前
が
話
題
に
上
が
っ
て
い

る
。
名
前
の
「
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
」（
緑
の
島
）
と
呼
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
入
植
者
が
増

え
る
よ
う
に
と
の
意
図
が
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
島
は
、

緑
は
あ
ま
り
な
く
氷
河
の
島

で
は
あ
る
。
話
題
の
意
図
に

「
利
」
が
あ
る
と
す
る
と
、

平
穏
で
は
な
い
。

次
回
か
ら
も
、
グ
リ
ー
ン

に
ま
つ
わ
る
話
題
を
、
続
編

と
し
て
記
し
て
い
き
た
い
。


